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参
加
者
が
増
え
て
い
る
都
市
農
業

都
市
農
業
が
大
き
な
注
目
を
浴
び
、
国
で
も
推
進
さ
れ
て
い
る
。

国
の
「
都
市
農
業
振
興
基
本
計
画
」
に
は
、「
都
市
農
業
の
多
様

な
機
能
の
発
揮
」
と
し
て
「
農
産
物
を
供
給
す
る
機
能
、
防
災
の
機

能
、
良
好
な
景
観
の
形
成
の
機
能
、
国
土
・
環
境
の
保
全
の
機
能
、

農
作
業
体
験
・
学
習
・
交
流
の
場
を
提
供
す
る
機
能
、
農
業
に
対
す

る
理
解
の
醸
成
の
機
能
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

実
際
、
都
市
農
業
が
盛
ん
な
東
京
都
練
馬
区
の
現
場
に
行
っ
て
み

る
と
、
農
家
が
野
菜
づ
く
り
を
教
え
る
体
験
農
業
塾
が
大
人
気
で
、

コ
ロ
ナ
以
降
３
倍
の
倍
率
。
参
加
は
30
代
、
40
代
を
中
心
に
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
か
ら
高
齢
者
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。

野
菜
づ
く
り
を
農
家
が
教
え
る
体
験
塾
が
広
が
り
、
野
菜
づ
く
り

を
覚
え
て
家
庭
菜
園
を
す
る
人
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
農
家
の
手
伝

い
を
す
る
人
、
移
住
を
し
て
地
方
で
農
業
を
す
る
人
ま
で
生
ま
れ
て

い
る
。

福
祉
事
務
所
、
子
ど
も
食
堂
と
連
携
す
る
農
福
連
携
も
行
わ
れ
て

い
る
。
学
校
給
食
と
結
ぶ
食
育
の
取
り
組
み
も
早
く
か
ら
実
施
さ
れ

て
き
た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
豊
か
に
な
り
、
も
ぎ
取
り
体
験
、

料
理
会
、
街
並
み
散
策
な
ど
、
都
市
に
憩
い
や
交
流
ま
で
も
生
み
出

金丸　弘美食環境ジャーナリスト／食総合プロデューサー

農と食
で
高 め

る農と食
で
高 め

る 地域の地域の

第12 回
農業体験から都市と農村の連携へ

――国も推進する都市農業――
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し
て
い
る
。

マ
ル
シ
ェ
、
直
売
所
、
ま
た
、
地
元
農
家
と
連
携
し
た
レ
ス
ト
ラ

ン
を
は
じ
め
と
す
る
飲
食
店
や
菓
子
店
な
ど
も
あ
り
、
新
鮮
野
菜
が

体験農園での豊かな野菜たち（写真提供・五十嵐透さん）

食育の一環として行われる園児の農業体験。東京都立川市
「ふじようちえん」
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身
近
に
、
顔
の
見
え
る
関
係
で
入
手
で
き
る
の
も
好
評
だ
。

練
馬
区
は
、
農
園
主
が
指
導
し
て
行
う
、
農
業
体
験
塾
が
盛
ん
な

地
域
。「
練
馬
方
式
」
と
呼
ば
れ
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
市

民
農
園
の
開
設
も
増
え
て
い
る
。
平
成
10
年
２
１
１
９
だ
っ
た
も
の

が
、
年
々
増
え
続
け
、
令
和
２
年
で
は
４
２
１
１
に
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
の
多
く
が
都
市
的
地
域
を
占
め
て
い
る
。

都
市
農
業
の
経
営
体
は
全
国
の
１
割
を
占
め
る

農
水
省
の
「
都
市
農
業
の
現
状
」
を
見
る
と
、
市
街
地
域
内
の
農

地
は
全
農
地
の
約
２
％
で
６
・
４
万
㌶
。
都
市
農
業
の
経
営
体
は
全

国
の
約
１
割
で
14
万
経
営
体
。
農
業
産
出
額
は
７
％
で
６
２
２
９
億

円
と
、
か
な
り
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
１
経
営
体
の
耕
地
面

積
は
全
国
平
均
の
２
９
９
㌃
に
対
し
て
都
市
農
業
は
66
㌃
と
小
さ
い
。

し
か
し
、
販
売
金
額
５
０
０
万
円
以
上
の
農
業
者
は
17
％
あ
る
。

農
産
物
で
は
野
菜
類
の
比
率
が
圧
倒
的
に
高
い
。
東
京
都
特
別
区

（
23
区
）で
は
農
業
産
出
額
の
69
％
が
野
菜
、果
実
７
％
、花
卉
13
％
、

芋
類
４
％
、
畜
産
７
％
と
な
っ
て
い
る
。
身
近
な
新
鮮
野
菜
が
人
気

な
こ
と
が
わ
か
る
。

横
浜
市
で
は
61
％
が
野
菜
、
果
実
８
％
、
花
卉
11
％
、
芋
類
４
％
、

畜
産
７
％
、
米
１
％
。
名
古
屋
市
は
野
菜
51
％
、
果
実
13
％
、
芋
類

東京都八王子の酪農「磯沼ミルクファーム」でふれあいや料理づくりを体験

食育・地産地消ワークショップの進め方
牧場での体験教室・酪農教育ファーム
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２
％
、
畜
産
７
％
、
米
21
％
。
大
阪
市
は
野
菜
78
％
、
花
卉
6
％
、

畜
産
８
％
、
米
８
％
と
な
っ
て
い
る
。
少
な
か
ら
ず
畜
産
も
あ
る
。

そ
れ
も
牧
場
で
の
体
験
教
室
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
工
房
な
ど
、
や
は
り
、

ふ
れ
あ
い
や
体
験
、
加
工
販
売
な
ど
を
重
視
し
た
と
こ
ろ
が
少
な
く

な
い
。

な
に
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
都
市
農
業
は
、
生
産
だ
け
で
は
な
い
、

都
市
の
な
か
で
の
癒
し
や
や
す
ら
ぎ
の
空
間
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
、

雨
水
の
保
水
、
生
物
の
保
護
の
場
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
（
高
温
地

域
の
発
生
）
の
緩
和
、
防
災
の
役
割
な
ど
、
多
様
な
機
能
を
発
揮
し

て
い
る
こ
と
だ
。
と
く
に
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
防
災
の
役

割
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
密
に
な
ら
な
い
空
間
の
確
保
に
お

い
て
、
意
識
を
高
め
る
住
民
も
増
え
た
。

大
手
企
業
で
働
く
人
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
、
野
菜
づ
く
り

が
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、
練
馬
区
の
体
験
塾
で
は
、
実
証
実
験
も
始

ま
っ
て
い
る
。

三
大
都
市
圏
特
定
市
（
首
都
圏
＝
茨
城
県
、
埼
玉
県
、
東
京
都
、

千
葉
県
、
神
奈
川
県
。
中
部
圏
＝
静
岡
県
、
愛
知
県
、
三
重
県
。
近

畿
圏
＝
京
都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
奈
良
県
の
中
で
指
定
さ
れ
た

合
計
２
１
４
の
市
︿
東
京
の
特
別
区
を
含
む
﹀）
の
都
市
住
民
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
都
市
農
業
・
都
市
農
地
を
「
ぜ
ひ

野菜の収穫体験（東京都八王子「磯沼ミルクファーム」）
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残
し
て
い
く
べ
き
」
は
39
・
５
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
残
し
て
い

く
べ
き
」
31
・
０
％
と
、
保
全
す
べ
き
が
70
・
５
％
を
占
め
る
。
都

市
開
発
を
進
め
る
べ
き
は
６
％
。
残
り
の
23
・
６
％
は
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
、
と
な
っ
て
い
る
。

都
市
農
業
は
必
要
な
も
の
と
し
て
国
が
推
進

国
で
も
都
市
の
農
地
の
保
全
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
背

景
に
は
、
都
市
住
民
の
農
業
に
対
す
る
関
心
が
大
幅
に
変
化
し
た
こ

と
、
ま
た
農
業
の
重
要
性
が
再
確
認
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

国
の
「
都
市
農
業
振
興
基
本
計
画
」（
平
成
28
年
）
で
は
、「
都
市

農
地
を
こ
れ
ま
で
の
『
宅
地
化
す
べ
き
も
の
』
か
ら
、
都
市
に
『
あ

る
べ
き
も
の
』
と
と
ら
え
る
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。

基
本
計
画
の
概
要
か
ら
都
市
に
農
地
が
必
要
と
方
針
が
強
く
打
ち

出
さ
れ
た
経
緯
を
ま
と
め
る
と
、
か
つ
て
昭
和
60
年
代
は
、
東
京
・

愛
知
・
大
阪
を
中
心
と
す
る
三
大
都
市
圏
で
は
人
口
が
増
大
、
地
価

も
高
騰
し
、
市
街
化
区
域
内
の
農
地
の
宅
地
化
が
求
め
ら
れ
た
。

実
際
、
当
時
の
東
京
の
、
農
地
の
多
か
っ
た
世
田
谷
区
や
練
馬
区

な
ど
の
宅
地
化
は
、
す
さ
ま
じ
い
も
の
が
あ
っ
た
。
多
く
あ
っ
た
畑

や
森
林
な
ど
は
、
瞬
く
間
に
住
宅
地
に
な
っ
た
こ
と
を
目
の
当
た
り

に
し
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
な
か
で
、
昭
和
49
年
に
「
生
産
緑
地
法
」
が
制
定
。

こ
れ
は
都
市
部
で
農
業
を
継
続
し
た
い
と
い
う
要
請
と
緑
地
確
保
の

必
要
性
か
ら
農
地
等
を
緑
地
と
し
て
計
画
的
に
残
す
た
め
に
作
ら
れ

た
法
律
。

基
本
計
画
に
は
、「
三
大
都
市
圏
特
定
市
の
市
街
化
区
域
に
お
い
て

は
『
保
全
す
る
農
地
』
と
『
宅
地
化
す
る
農
地
』
を
都
市
計
画
に
よ
り

区
分
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
平
成
３
年
の
生
産
緑
地
法
改
正
に
よ
り
生

産
緑
地
地
区
の
土
地
利
用
規
制
を
強
化
し
た
上
で
、
地
区
内
の
農
地

に
限
り
、
固
定
資
産
税
等
の
農
地
評
価
・
農
地
課
税
及
び
相
続
税
の

納
税
猶
予
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
」
と
あ
る
。

「
生
産
緑
地
」
は
終
身
営
農
（
三
大
都
市
圏
以
外
は
20
年
営
農
）
を

条
件
に
相
続
税
の
納
税
猶
予
（
貸
借
は
原
則
不
可
）
と
な
っ
て
い
た
。

統
計
を
見
る
と
、
平
成
６
年
に
13
万
７
６
４
３
㌶
あ
っ
た
市
街
化

区
域
内
農
地
面
積
は
、
年
々
減
り
、
令
和
元
年
に
は
６
万
３
９
２
５

㌶
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
生
産
緑
地
は
、
平
成
６
年
１
万
５
３
６

２
㌶
、
令
和
元
年
１
万
２
４
９
７
㌶
と
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い

る
。平

成
29
年
に
「
生
産
緑
地
法
」
が
改
正
さ
れ
た
。
都
市
農
業
が
継

続
的
に
で
き
る
よ
う
措
置
さ
れ
た
。

「
面
積
要
件
に
つ
い
て
、
条
例
で
５
０
０
平
方
㍍
か
ら
３
０
０
平
方
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㍍
に
引
き
下
げ
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
小
規
模
な
土
地
も
生
産
緑

地
に
指
定
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
加
工
施
設
、
直
売

農家と都市の人の交流を生む愛知県名古屋市「オーガニック朝市」

名古屋駅前
オーガニック朝市開催

豊かな野菜を提供する都市農業（神奈川県横須賀市。農産物直
売所「すかなごっそ」）
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所
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
設
置
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
の

は
、
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
農
村
政
策
部
農
村
計
画
課
都
市
農
業

室
・
新
田
直
人
室
長
。

法
の
改
正
に
よ
り
、
小
規
模
で
も
身
近
な
農
地
を
保
全
で
き
る
、

直
売
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
作
る
な
ど
、
農
業
経
営
の
支
援
と
住
民
の

満
足
度
の
向
上
に
繋
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
生
産
緑
地
地
区
の
都
市
計
画
決
定
後
30
年
経
過
す
る
も

の
に
つ
い
て
、
市
区
町
村
へ
の
買
取
り
申
出
可
能
時
期
を
10
年
延
長

で
き
る
特
定
生
産
緑
地
制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

生
産
緑
地
の
指
定
を
受
け
た
と
こ
ろ
は
、
30
年
間
営
農
を
続
け
る

の
で
あ
れ
ば
農
地
課
税
で
あ
っ
た
の
が
、
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年

で
そ
の
30
年
を
迎
え
る
。
し
か
し
、
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
税
制
優

遇
措
置
を
10
年
間
延
長
。
固
定
資
産
税
は
引
き
続
き
農
地
の
ま
ま
の

扱
い
。
10
年
の
期
限
が
到
達
す
る
前
に
指
定
を
受
け
れ
ば
、
さ
ら
に

10
年
間
優
遇
措
置
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、「
田
園
住
居
地
域
」
が
創
設
さ
れ
た
。
田
園
住
居
地
域
と

は
、
住
宅
と
農
地
が
混
在
し
両
者
が
調
和
し
て
良
好
な
居
住
環
境
と

営
農
環
境
を
形
成
し
て
い
る
地
域
を
、
あ
る
べ
き
市
街
地
像
と
し
て

都
市
計
画
に
位
置
づ
け
、
開
発
・
建
築
規
制
を
通
じ
て
そ
の
実
現
を

図
る
も
の
。
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
に
施
行
さ
れ
た
。

後
継
者
が
い
な
く
て
も 

　
　
　
　
　
　

個
人
や
法
人
に
貸
し
出
し
も
可
能

さ
ら
に
平
成
30
年
、「
都
市
農
地
貸
借
法
」
が
設
け
ら
れ
た
。

「
人
に
農
地
を
貸
す
と
、
そ
こ
で
相
続
税
の
納
税
猶
予
が
打
ち
切

り
に
な
り
ま
す
が
、
相
続
税
納
税
猶
予
を
受
け
た
ま
ま
で
農
地
を
貸

す
こ
と
が
で
き
る
制
度
を
つ
く
り
ま
し
た
。
自
分
で
耕
作
で
き
な
け

れ
ば
、
担
い
手
に
貸
す
こ
と
も
可
能
と
な
り
ま
し
た
」（
新
田
直
人

さ
ん
）

実
際
に
、
練
馬
区
体
験
農
園
園
主
会
会
長
・
五
十
嵐
透
さ
ん
は
、

練
馬
区
で
体
験
農
園
を
運
営
し
、
現
在
、
ご
近
所
の
農
家
で
高
齢
の

た
め
農
業
が
で
き
な
く
な
っ
た
方
の
農
地
を
借
り
て
、
自
分
の
農
地

と
あ
わ
せ
て
体
験
農
園
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
初
代
園
主
会
会
長

の
加
藤
義
松
さ
ん
の
ご
子
息
は
、
近
所
の
農
地
を
借
り
て
、
後
継
者

と
し
て
都
市
農
業
を
引
き
継
い
で
い
る
。

「
市
民
農
園
を
運
営
し
て
い
る
民
間
企
業
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
に
農
地
所
有
者
が
直
接
貸
し
付
け
る
と
い
う
タ
イ
プ
も
あ

り
ま
す
」（
新
田
さ
ん
）　

企
業
等
が
実
施
す
る
も
の
は
全
国
71
事
例
。
担
い
手
が
農
地
を
借

り
受
け
て
行
う
の
は
全
部
で
40
㌶
が
あ
る
。
現
在
、
国
は
全
国
農
業
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会
議
所
と
と
も
に
貸
借
の
周
知
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
企
業
等
に
よ
る
市
民
農
園
運
営
は
全
国
に
広
が
っ
て

い
る
。

「
市
民
農
園
に
は
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目

体験農園では年間20～30種類の野菜栽培ができる（写真提供・
五十嵐透さん）

東京都練馬区・五十嵐透さんの体験農園。農家が野菜づくりを指
導する（写真提供・五十嵐透さん）
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は
、
農
園
利
用
方
式
と
言
わ
れ
る
も
の
。
園
主
さ
ん
の
指
導
の
も
と

に
利
用
者
が
農
作
業
を
行
う
も
の
。
練
馬
方
式
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、

区
画
を
分
け
て
栽
培
を
指
導
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
も
う
１
つ
は

貸
付
方
式
で
、
区
画
を
分
け
て
利
用
す
る
も
の
。
農
地
を
借
り
て
利

用
す
る
形
で
す
。
特
定
農
地
貸
付
法
を
使
っ
て
行
う
こ
と
と
な
り
ま

す
。
地
方
公
共
団
体
、
Ｊ
Ａ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
な
ど
が
、
一
般
の
人

に
市
民
農
園
と
し
て
貸
し
付
け
る
も
の
。
あ
と
、
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

ン（
小
さ
な
庭
の
意
味
。
ド
イ
ツ
が
起
源
の
市
民
農
園
）
の
よ
う
な
、

農
地
と
セ
ッ
ト
で
建
物
を
建
て
る
場
合
に
は
、
市
民
農
園
法
の
手
続

き
を
行
え
ば
緩
和
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
」（
新
田
さ
ん
）

「
都
市
農
地
自
体
は
大
幅
に
減
っ
て
い
る
。
し
か
し
生
産
緑
地
は
ほ

ぼ
横
ば
い
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
生
産
緑
地
を
守
っ
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
す
。
都
市
農
地
賃
借
法
を
制
定
し
て
意
欲
あ
る
担

い
手
さ
ん
に
貸
す
こ
と
を
推
進
し
、
地
方
圏
で
も
取
り
組
み
を
促
し

て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
広
島
市
や
高
知
市
で
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
広
島
市
で
は
災
害
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
生
産
緑

地
を
増
や
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
Ｊ
Ａ
も
伝
統
野
菜

の
継
承
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
」（
新
田
さ
ん
）

平
成
28
年
に
は
「
都
市
農
業
振
興
基
本
計
画
」
が
閣
議
決
定
さ
れ

て
い
て
地
方
公
共
団
体
は
都
市
農
業
振
興
に
関
す
る
計
画
を
定
め
る

よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
令
和
３
年
３
月
現
在
で
、
９

都
府
県
、
75
区
市
町
、
84
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
策
定
さ
れ
て

親子での参加も多い体験農園（写真提供・五十嵐透さん）
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い
る
。

「
新
規
就
農
や
田
舎
暮
ら
し
を
し
た
い
人
の
た
め
の
学
校
を
や
っ

て
い
る
民
間
企
業
も
あ
り
ま
す
。
平
日
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
講
し
て
、

土
日
は
畑
に
行
っ
て
実
地
に
学
ぶ
。
そ
う
い
う
ニ
ー
ズ
が
増
え
て
い

る
。
昨
年
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に

市
民
農
園
へ
の
関
心
を
持
つ
人
が
増
加
し
、
都
市
農
業
で
魅
力
を
知

る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
都
市
の
農
業
の
価
値
の
理
解
が
進
む

と
か
、
地
方
移
住
の
き
っ
か
け
に
す
る
な
ど
の
効
果
が
あ
る
の
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
農
園
付
き
の
団
地
も
現
れ
て
い
ま
す
」（
新
田

さ
ん
）

農
園
付
き
団
地
は
、
東
京
都
日
野
市
の
多た

摩ま

平だ
い
ら

団
地
、
神
奈
川
県

座
間
市
の
ホ
シ
ノ
タ
ニ
団
地
な
ど
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

高
度
成
長
期
、
郊
外
に
多
く
の
団
地
が
建
て
ら
れ
た
。
人
口
増
に

と
も
な
う
措
置
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
入
居
し
た
人
た
ち
は
、

す
で
に
定
年
を
迎
え
高
齢
化
が
始
ま
り
、
人
口
減
に
も
な
っ
て
、
空

き
家
に
な
っ
た
り
、
利
用
が
激
減
す
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
大
幅
な
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
緑
の
多
い
庭
付
き
の

団
地
、
ド
ッ
グ
ラ
ン
付
き
、
カ
フ
ェ
、
ラ
ン
ド
リ
ー
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
な
ど
、居
住
者
の
対
象
を
若
い
子
育
て
世
代
に
絞
り
、か
つ
、シ
ェ

ア
で
き
る
畑
を
つ
く
っ
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
憩
い
の
場

野菜づくりができる農園付き団地。東京都日野市「多摩平団地」
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を
創
り
、
マ
ル
シ
ェ
な
ど
も
開
催
す
る
な
ど
、
若
い
世
代
を
呼
び
込

む
新
た
な
実
践
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
10
年
、
毎
年
２
万
人
近
く
新
規
就
農
し
て
い
る

「
令
和
４
年
の
『
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
』
と
い
う
ソ
フ
ト
予
算
が

約
１
０
０
億
円
あ
り
、
こ
の
予
算
の
中
で
、
都
市
農
業
へ
の
理
解
を

促
進
す
る
た
め
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
」（
新
田
さ
ん
）

「
都
市
農
業
機
能
発
揮
対
策
」
の
名
称
。
都
市
部
で
の
農
業
体
験

や
環
境
対
策
、
防
災
機
能
強
化
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
も
の
で
、

「
都
市
農
地
の
貸
借
促
進
」
を
優
先
す
る
と
い
う
位
置
づ
け
に
な
っ

て
い
る
。

都
市
農
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
、
税
や
相
続
相
談
な
ど
に
関
す

る
講
習
会
、
全
国
に
向
け
て
都
市
住
民
へ
の
理
解
醸
成
や
効
果
的
な

情
報
発
信
な
ど
の
取
組
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

「
あ
と
、地
域
支
援
型
の
事
業
が
あ
り
ま
す
。
マ
ル
シ
ェ
開
催
に
よ

る
交
流
促
進
、
市
民
農
園
の
整
備
、
農
作
業
体
験
会
の
開
催
な
ど
へ

の
支
援
で
す
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
す
る
先
生
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
さ
れ

て
い
る
委
員
な
ど
を
派
遣
し
て
い
ま
す
」（
新
田
さ
ん
）

こ
れ
ら
と
は
別
に
、
鉄
道
会
社
と
農
水
省
の
連
携
施
策
も
始
ま
っ

て
い
る
と
い
う
。
始
ま
り
は
都
市
農
業
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
で
、
２
０
２

１
年
11
月
２
日
に
「『
農
』
と
の
出
会
い in

池
袋
」
が
実
施
さ
れ
て

い
る
。

新規就農に向けた農業研修の受け入れ（写真提供・長崎県大村市）
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「
都
市
農
業
は
、都
市
の
町
づ
く
り
で
も
あ
る
。
都
心
と
近
郊
の
農

村
と
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
よ
う
な
場
所
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と

新
田
さ
ん
。

実
際
、
都
市
の
人
た
ち
の
農
業
体
験
へ
の
関
心
は
深
ま
り
、
参
加

で
き
る
区
民
農
園
、
市
民
農
園
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
都
市
近
郊
へ

の
移
住
も
増
え
て
い
る
。
近
郊
の
市
や
町
で
農
園
付
き
や
、
緑
の
多

い
空
間
の
あ
る
住
宅
の
建
設
な
ど
も
増
え
て
き
て
い
る
。

練
馬
区
の
体
験
農
業
塾
を
最
も
早
く
始
め
た
加
藤
義
松
さ
ん
に
話

を
う
か
が
う
と
、
参
加
者
の
多
く
は
野
菜
づ
く
り
を
楽
し
み
た
い
と

い
う
方
た
ち
だ
が
、
25
％
は
、
野
菜
づ
く
り
を
学
び
地
方
で
自
給
自

足
の
生
活
を
し
た
い
、
農
業
を
や
っ
て
み
た
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
活
か
し
た
い
と
い
う
、
か
な
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
人
た
ち
だ
と
い

う
。注

目
は
49
歳
以
下
で
新
規
就
農
を
す
る
人
が
、
２
０
１
１
年
か
ら

年
間
２
万
人
前
後
で
推
移
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
農
業
に
関
心

を
深
め
て
い
る
若
い
人
は
少
な
く
な
い
。

２
０
１
９
年
の
統
計
を
み
る
と
、
49
歳
以
下
の
新
規
就
農
は
１
万

８
４
５
０
人
。
自
分
で
起
業
し
た
の
は
２
２
７
０
人
。
農
業
法
人
に

就
職
し
た
人
は
７
０
９
０
人
、
親
の
経
営
に
参
加
し
た
の
は
９
１
８

０
人
と
な
っ
て
い
る
（
農
林
水
産
省
）。

農
水
省
で
は
49
歳
以
下
で
２
万
人
も
新
規
就
農
が
あ
る
こ
と
に
注

目
。
そ
こ
で
就
農
の
窓
口
を
一
本
化
し
わ
か
り
や
す
く
す
る
こ
と

や
、
受
け
入
れ
の
農
業
法
人
の
研
修
支
援
施
設
へ
の
補
助
な
ど
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
「
一
般
社
団
法
人
全
国
農
業
会
議
所
」
で
は
「
全
国
新
規
就

農
相
談
セ
ン
タ
ー
」
が
設
け
ら
れ
、「
就
農
案
内
読
本
」
と
い
う
実
に

丁
寧
な
新
規
就
農
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
作
成
さ
れ
て
い
る
。

最
近
は
農
業
の
法
人
化
が
増
え
て
い
て
、
受
け
入
れ
体
制
が
整
っ

て
き
て
い
る
こ
と
で
、
若
い
人
も
参
加
し
や
く
な
っ
て
い
る
。
法
人

で
就
職
し
て
地
方
で
暮
ら
す
と
い
う
若
い
人
も
増
え
て
い
る
。

注
目
さ
れ
て
い
る
大
き
な
動
き
に
、
公
益
社
団
法
人
日
本
農
業
法

人
協
会
が
あ
る
。
全
国
の
農
業
法
人
約
２
千
社
が
参
加
。
広
報
や
相

談
な
ど
も
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
制
度
も

あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
２
日
か
ら
６
週
間
で
、
交
通
費
は
自
己
負

担
だ
が
、
宿
泊
・
食
事
は
無
料
で
参
加
で
き
る
。
こ
れ
も
国
の
支
援

事
業
と
な
っ
て
い
る
。
法
人
協
会
の
約
３
０
０
社
が
協
力
を
し
て
い

る
。こ

れ
ら
の
活
動
が
今
後
、
都
市
農
業
と
連
携
し
て
い
け
ば
、
都
市

と
農
村
の
交
流
は
よ
り
深
い
も
の
と
な
り
、
都
市
農
業
体
験
か
ら
、

新
規
就
農
、
農
業
法
人
へ
の
就
職
と
い
う
人
も
多
く
な
る
に
違
い
な

い
。


